
Doshisha University 

良心学研究センター　公開シンポジウム	
　　２０１６年６月２１日　言館チャペル	

自然科学と新島襄  
大鉢忠　同志社大学理工学部  
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１．はじめに	

新島襄の生涯と手紙　北垣宗治訳　『新島襄全
集10』同朋舎（1985年）	  
Life	  and	  Le.ers	  of	  Joseph	  Hardy	  Neesima(1980)	  	  
デジタルブックph.p://www.doshisha.ed.jp/
d_book/top/book1/#page=1	  	







２．自然科学と島尾永康	

光館で「新島襄と自然科学」に関した展示が行われていますが、新島襄と自然科
学の研究は1975年の同志社百周年で100年史編纂の段階で、故島尾永康元工
学部教授によってはじめられ、ほぼ全てを示すほどに論文にまとめられています。
［島尾永康「新島襄と自然科学」『新島襄の世界−永眠百年の時点から』北垣宗治
編晃洋書房(1990年),	  p.141］。 	



２．自然科学と島尾永康	

第３回新島講座を島尾永康教授がお世話され、プリンストン大学Ｃ．Ｃ．ギリス
ピー先生ご夫妻を同志社にお招きし講演を頂いた。	



３．新島襄の学んだ自然科学	

0．新島遺品庫の資料公開	 検索　新島遺品庫	



３．新島襄の学んだ自然科学	

1．蘭学修業時代　算術・代数	

新島遺品庫に収蔵されている新島の代数学ノートの中に、新島の手に
よって図のように標題されているノートがある。（新島遺品庫HP	  :	  
h.p://joseph.doshisha.ac.jp/ihinko/niss/g_main.html目録番号上0842）こ
の標題の裏面には、「文久3年4月29日ヨリ始ム」と記されている。	  
Elements	  of	  Algebra,	  Doharty	

新島襄のノートの表紙同志社社史
資料センター所蔵	 



３．新島襄の学んだ自然科学	

（球面三角法）	

1．蘭学修業時代　航海数学	



３．新島襄の学んだ自然科学	

1．蘭学修業時代　航海術　 (1981年9月)	



３．新島襄の学んだ自然科学	

1．蘭学修業時代　航海術　 (1981年9月)	



３．新島襄の学んだ自然科学	

1．蘭学修業時代　測量術ノート	



３．新島襄の学んだ自然科学	

I don’t know this long man should belong to 
what race, 30th Aprol	

2．アメリカへの航海中の天測計算　　　(1865年2月16日〜	



３．新島襄の学んだ自然科学	



３．新島襄の学んだ自然科学	

3．フィリップス・アカデミー時代　数学　(1865年10月31日〜1867年６月）	

Elephant	



３．新島襄の学んだ自然科学	

４．フィリップス・アカデミー時代&アーモスト大学時代	
　　　ルーミス著『幾何学及び円錐曲線論要綱』	

May 9th 1867	



３．新島襄の学んだ自然科学	

４．フィリップス・アカデミー時代&アーモスト大学時代	
　　　ルーミス著『幾何学及び円錐曲線論要綱』	

May 13th 1867	

Nov 7th 1867	



３．新島襄の学んだ自然科学	

４．フィリップス・アカデミー時代&アーモスト大学時代	
　　　ルーミス著『幾何学及び円錐曲線論要綱』	



３．新島襄の学んだ自然科学	

４．フィリップス・アカデミー時代&アーモスト大学時代	
　　　ルーミス著『幾何学及び円錐曲線論要綱』	

Ahmaust comensces 29th August	
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5．アーモスト大学時代＝理系特別コースを選択（３年で卒業） 
　　　　　新島が履修したと考えられる科目（青字＝理系／赤字＝文系）大越哲仁氏より	

1867-‐1868	   1868-‐1869	   1869-‐1870	  
秋	  
学期	

Chemistry（化学）	  
Natural	  Philosophy（自然哲学）	  
Anatomy	  &	  Physiology（解剖学
（骨格構造論）と生理学）	  
MathemaWcs（数学）	  
Physical	  EducaWon（体育）	

Geometry（幾何学）	  
Physics（物理学）	  
Trigonometry（三角法）
Natural	  Philosophy（自然哲
学）	  
Astronomy（天文学）	  
LaWn（ラテン語）	  
Physical	  EducaWon（体育）	

Mineralogy	  
Geology（地質学）	  
MathemaWcs	  
Moral	  Philosophy	  &	  
ChrisWanity（道徳・キリスト教学）	  
LaWn	  
Greek（ギリシア語）	

冬	  
学期	

Chemistry	  
Natural	  Philosophy	  
Anatomy	  &	  Physiology	  
MathemaWcs	  

Mineralogy（鉱物学）	  
Zoology（動物学）	  
Conchology（貝類学）	  
LaWn	  
History（歴史）	

Geometry	  &	  Calculus（幾何学と
微積分学）	  
	

春	  
学期	

Botany（植物学）	 Chemistry（化学）	

　他に、建築学と英文学を履修	

（出典：北垣宗治『新島襄とアーモスト大学』、ダニア・ダイレンゾ「アーモストの輝かしい息子　－新島襄のアーモスト大学時代）	

３．新島襄の学んだ自然科学	
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３．新島襄の学んだ自然科学	

5．アーモスト大学時代　新島手製の「化学式」の辞書　　大越哲仁氏より	



３．新島襄の学んだ自然科学	

5．アーモスト大学時代　　　生物学・物理学ノート　Hitchock　&Snell　	

2/19 ‘68	



３．新島襄の学んだ自然科学	

5．アーモスト大学時代　　　生物学・物理学ノート　Hitchock　&Snell　	

Sept. 68	



３．新島襄の学んだ自然科学	

5．アーモスト大学時代	
　　　ルーミス著『Elements of Plane and Spherical Trigonometry with Their 
Application to Mensuration 平面球面三角法の要素と測量学への応用』	

Sept 3rd 1867	



３．新島襄の学んだ自然科学	

5．アーモスト大学時代	
　　　ルーミス著『平面・球面三角法の要綱と測量学への応用』	



３．新島襄の学んだ自然科学	

６．アーモスト大学時代　数学	
　　　ルーミス著『解析幾何学と微積分学要綱』	

Ahmaust comensces 29th August	

Feb. 28th / 70	



３．新島襄の学んだ自然科学	

5．アーモスト大学時代　博物館における標本	

Feb. 28th / 70	

　　神とゴリラ　新島時代のアーモストの宗教と科学	

　Gavin James Campbell	



３．新島襄の学んだ自然科学	

７．同志社英学校時代	
　ガノー著　宇田川準一訳『物理全志』　1875年　Natural Philosophy 切り貼りノート	



３．新島襄の学んだ自然科学	

７．同志社英学校時代	
　　　ガノー『物理学』	



３．新島襄の学んだ自然科学	

７．同志社英学校時代	
　　　ガノー『物理学』	



４．新島襄の人と考え	

１．フィリップス時代　武者の絵画	

To Mary E. Hidden Amherst Jan. 8th 1868	



４．新島襄の人と考え	

１．フィリップス・アカデミー時代　の絵画　Wild Rover	

SHIP WILD ROVER H. S. TAYLOR DEC 2nd 1864  
　　　　香港に到着した日	



４．新島襄の人と考え	

２．アーモスト大学時代　の雷さんの絵画	



４．新島襄の人と考え	

２．アーモスト大学時代　の雷さんの絵画	

1867年3月29日に父民治に出した手紙(横浜のブラウンあて、
バラがいけ取る)の中で、アンドーヴァーの町の家々が	  
	  
「時々驟雨（しゅうう）雷電を催し候（当所にては
家々鉄の雷よけを備え候故、さらに雷火等の
心配は無御座候」	  
（『新島襄全集』同朋舎(1987)	  p.32;新島襄の手紙　同志社編　
岩波文庫(2005)	  p.41）	  
	  



４．新島襄の人と考え	

３．アーモスト大学卒業時代　人物スケッチ　	



５．新島襄の志と大学設立運動から理工学部へ	

1．フィリップス・アカデミー時代　　　ルーミス著『幾何学及び円錐曲線論要
綱』　の遊び紙　　（島尾永康：新島襄と自然科学）	

Joseph Nee-Sima  Phillips Academy  Andover Mass.	
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May 13th 1867	



５．新島襄の志と大学設立運動から理工学部へ	

２．理工学部７０年史	

　conscience 
　人間のための科学技術を求めて	

 CD版	



５．新島襄の志と大学設立運動から理工学部へ	

下村孝太郎宛書簡一部	  
1884(M17)年	  















６．おわりに　   新島襄・同志社大学における良心	



６．おわりに　   新島襄・同志社大学における良心	

　良心という言葉は英語ではconscience（共に知る）	  
	  
道徳的な行動判断基準をもち、正しく行動しようとする心の
働きとして、	  
	  
日本国憲法第３章国民の権利及び義務第14条に「思想及
び良心の自由は、これを侵してはならない。（Freedom	  of	  
thought	  and	  conscience	  shall	  not	  be	  violated.）」と権利とし
ても定められています。	  



６．おわりに　   新島襄・同志社大学における良心	

　行動判断基準は個々により異なります	  
	  
自治自立の人物として自己の判断力をもつためには、自然
科学、人文社会科学、歴史認識など幅広い知識の獲得と、
謙虚な心を養うことが、新島が考えた良心に近づけるので
はないかと思っています。	  
	
　「人間の偉大さはその人の学問にあるのではなく、自分自
身にとらわれないことにあるのである。」［新島襄の生涯と手
紙『新島襄全集10』同朋社（1985年）p.284、Life	  and	  Le.ers	  
of	  Joseph	  Hardy	  Neesima(1980)	  p.261　デジタルブック
ph.p://www.doshisha.ed.jp/d_book/top/book1/#page=279]	
	



ご静聴有難うございました  


